平成25年度第２回社会教育委員会議議事録

日時：平成25年10月29日（火）午後２時から
場所：八尾市役所西館５階　西５０２会議室

出席委員（名簿順）

村尾委員、新居委員、中西勝晴委員、田中委員、
白木委員、北村委員、中西正委員

欠席委員

岩下委員

事務局

浦上教育長、伊藤教育次長兼生涯学習部長、杉島生涯学習スポーツ課長、
南八尾図書館長、渞文化財課長、本鍋田指導課長、

宮田生涯学習スポーツ課長補佐、奥保生涯学習スポーツ課長補佐

次第

１　議長挨拶

２　教育長挨拶

３　案件

　　１．報告事項

　　　（１）社会教育施設にかかる駐車料金の変更について　　　　（資料１）

　　　（２）第６５回　八尾市小学生軟式野球大会の結果について　（資料２）

　　　（３）第６７回　大阪府総合体育大会中央大会の結果について（資料３）

　　　（４）第６１回　女性フェスティバル２０１３について　　　（資料４）

　　　（５）第６０回　八尾市文化芸術芸能祭２０１３について　　（資料５）

　　　（６）文化財課関連事業について　　　　　　　　　　　　　（資料６）
　　２．意見交換
　　　（１）土曜スクールについて

　　　（２）図書館の運営について　　　　（資料７）
　　３．社会教育研究大会等について

　　　（１）近畿地区社会教育研究大会「和歌山大会」ついて

　　　（２）全国社会教育研究大会「三重大会」について

　　　（３）大阪府社会教育研究会議について

　　４．その他

会議要旨

１　議長挨拶

　　（略）

２　教育長挨拶

　　（略）

３　案件

　１．報告事項

　　（１）社会教育施設にかかる駐車料金の変更について　　　　（資料１）

　　（２）第６５回　八尾市小学生軟式野球大会の結果について　（資料２）

　　（３）第６７回　大阪府総合体育大会中央大会の結果について（資料３）

　　（４）第６１回　女性フェスティバル２０１３について　　　（資料４）

　　（５）第６０回　八尾市文化芸術芸能祭２０１３について　　（資料５）

　　（６）文化財課関連事業について　　　　　　　　　　　　　（資料６）
○事務局

（資料に基づき説明）

　（埋蔵文化財保管場所の火災について口頭で報告）

○委　員
　総体の関係ですが、卓球の一般女子はよく頑張っていますね。今年度で５連覇ですか。遡ると、平成１４年度ぐらいからずっと優勝していて、平成２０年度には３位になりましたが、そのときは二部が優勝したので、それを入れると１２連勝ですね。
○事務局

ただいまの委員の御発言のとおりでございます。ここ数年来、卓球の一般女子につきましては、八尾市が毎年優勝しているという結果で、私どもも大変うれしく思っております。今年度、幸先よく卓球の優勝報告をいただきましたので、総合順位でもかなり上のほうに行けるのではと期待しておりましたが、先ほど御報告申し上げましたように天候不順の関係で実施できなかった種目がかなりございましたので、総合的には８位という結果でございました。来年度も、卓球一般女子を初め各種目において一つでも上の順位に入れるように、協会とともに頑張っていきたいというふうに考えております。
○委　員
　駐車場料金に関連してなんですが、市役所の駐車料金がすごく高いとみんな言っています。市役所に用事で来た場合は、無料処理をしてもらえるからいいんですが、他の用事で来て市役所に車をちょっと預けたら１，０００いくらになっているということで、もう少し使いやすいような方法はないんでしょうか。
○事務局

　今回、駐車料金の見直しをさせていただきましたのは、先ほど御報告申し上げました市内にある１０の施設でございます。これらの施設につきましては、それぞれ料金がまちまちでございましたので統一させていただきました。今回の統一で値上げになった施設もございますが、値下げになっている施設もあるということで、市民の方には大変申し訳ない部分もございますが、統一料金という形で対応させていただきました。

　市役所の駐車場については１時間までが４００円、その後、１時間までごとに２００円という形であったかと思いますが、この部分につきましても、ただいま委員がおっしゃいましたように、確かに料金が高いというのは意見としてありました。この辺につきましては、現在、総務課のほうで今回の駐車料金の見直しに合わせた形で統一的な料金体系にできないかということで、検討をしておられるというふうに聞いております。また、結果が出ましたら改めて御報告させていただけると思いますが、そういう状況となっておりますのでよろしくお願いします。

○委　員
　先日のスポーツ施設運営審議会のときにも意見が出ていたと思いますが、上限金額というのはやっぱりつけられないんですか。

　夏の市こ連のソフトボールの大会では、皆さん結構早くから来られて２時間以上停めておられます。応援に来られている方は実費になりますので、もしまた改正される場合は、上限を設けていただけたら助かるかなと思います。

○事務局

ただいまのご意見につきましては、スポーツ施設運営審議会でもご意見があったところでございます。上限金額の設定につきましては、今回の料金改正に当たって、関係課の会議などにおいて検討はさせていただきました。

　しかしながら、あくまでも施設を御利用いただく際の付随で駐車場を整備させていただいているということで、その利用につきましては施設の開館時間内での利用ということになりますので、上限料金として１日１，０００円という規定を仮に持っていて、開館時間目いっぱい停めていただいても、例えば山本球場や志紀テニス場でしたら、その金額までは行かないというような点もございます。あと大会などで総合体育館の駐車場に朝から晩まで停めておられる方につきましては、金額が下がるというような場合もございますので、スポーツ施設だけではなくほかの施設も含めてトータル的に考え、上限金額につきましては今回の料金改正に当たっては設定しないというような形で最終決定いたしましたので、それに基づきまして条例改正を９月に行ったという形でございます。おっしゃるように山本球場と志紀テニス場につきましては、これまで１回３００円という料金で安かったということもあって、施設に関係のない方が駐車場を御利用されて、本来施設を利用される方が使えないというような場面もございましたので、料金体系を合わせたという形で御理解いただきますようお願いいたします。
○委　員
　文化財保管場の火災ですが、１０月１日に放火の疑いということで届出をされたということですが、疑いではなく本当につけ火なんですか。もう１カ月近くたって判断が出ていると思いますが。

○事務局

　場所が高架下ということで、よく道路からごみが捨てられますので、車から火のついたたばこが捨てられ引火したのではないかというふうに当初、消防署や警察は思っておられたようです。それと同時に、周囲にフェンス等がまいてあり、なかなかふだん人が入らないという部分を含めましてどう考えていくかということで検討されていたようです。
　その中で現在警察では、基本的には放火の疑いがあるという方向で捜査を進めておられるようです。警察や消防の方といろいろお話をさせていただきましたが、昨年、市内で放火事象が起こったとき、続発したので犯人の特定ができ捕まえることができたけれども、この１件の事象だけで捜査をして犯人を捕まえるのはなかなか難しいかもしれないというふうなことはおっしゃっております。引き続き現在も警察のほうでは、放火という形で捜査をしていただいているというふうにお伺いしております。

○委　員
　貴重な文化財ですので、今後は、防犯カメラをつけるなどの対策はされるんですか。
○事務局

　文化財も含めまして、さまざまな市の物品はきちんとした倉庫等へ入れていくのが基本であるという考え方もありますので、今回の件を受けまして、この場所にありました文化財を安全な場所、少なくとも簡単に火をつけられることがないような場所へ持って行けるよう、現在、協議しております。
　また、今後、大阪府あるいは文化庁のほうに、今回の対応や中長期の報告もさせていただきたいというふうには考えております。

　２．意見交換

　（１）土曜スクールについて

○事務局

　教育委員会事務局が平成２６年度実施に向け取り組んでおります土曜スクールについて、情報提供させていただきます。

　代休日を設けない土曜授業につきましては、文部科学省におきましても検討チームを立ち上げ前向きな議論がされているところでございます。そのような中で、昨年度は全国の公立小学校の８．８％、公立中学校の９．９％で土曜授業が実施され、今年度においては検討チームの最終まとめの中で、土曜授業が設置者の主体的な判断で実施しやすいようにするための支援を行うというふうに報告されています。

　そういう状況の中、本市の現状を見てみますと、昨年度の市民意識調査によりますと、生きる力を育む学校教育の満足度という問いに対しまして、肯定的な意見は残念ながら２割に満たないのに対し、「どちらともいえない」との余り関心を示していない回答が、無回答を含めると５割近くにのぼっています。

　また、そのうち力を育む学校教育のさらなるニーズに対しましては、５割以上の市民が「学校教育に力を入れてほしい」との回答があります。さらに、各学校で行われています学校教育自己診断アンケートによりますと肯定的な意見はふえてきているものの、やはり一部の保護者からは「学校の様子がよくわからない」「参観日をふやしてほしい」等の意見が依然として残っているのも現状であります。各学校においては、各校の特色を生かし、授業参観、オープンスクール、学習発表会など、学校を開いていく活動には計画的、積極的に取り組んでいただいているところですが、先ほど述べましたような本市の現状を踏まえまして、八尾の教育をさらに前に進めるため、開かれた学校づくりのより一層推進を目的とした土曜スクールの実施を考えております。学校の取り組みを保護者や地域の方に、今以上に知っていただくことで、学校、保護者、地域がそれぞれの役割を果たし、協力して八尾の子どもたちを育てるシステムを再認識できる場になるものだと考えております。
　現在、本市の児童生徒の土曜日の過ごし方につきましては、学校５日制の意義を踏まえた中で、スポーツや文化活動、家族との団らん、地域での活動等、有効に活用している児童生徒も多くいる反面、そうでない児童生徒も少なからず存在し、その数は府や国よりも高くなっています。このような児童生徒にとっても、土曜スクールを実施することにより、土曜日の過ごし方を見直す機会となるものだと考えています。

　現在、校長会にも教育委員会事務局の意向を示し、校長会からの意見も伺っているところであります。各学校にも課題意識を共有していただきまして、実施に向け取り組んでいきたいと考えております。実施の際には、御理解、御協力をいただきたいと思いますので、情報提供させていただきました。また何か意見ありましたらよろしくお願いします。

○委　員
　土曜スクールということですが、中学校でクラブ活動をされている方は、土曜日も日曜日もないように思います。そのあたりについて何か、今の計画の中には入っているんですか。
○事務局

　中学校では、土曜日、日曜日に部活動をやっている生徒がたくさんいます。数字で見ると大体５割近くあります。ただ、そういうふうに頑張っている生徒もいるんですが、先ほど申しましたように学校では部活動も含め、いろいろな取り組みをやっています。そういう取り組みを保護者の方、地域の方に見てもらうことで、運動会や体育祭などを見ていただいたらよくわかると思いますが、子ども達の頑張りというのはすごいものがあるので、そういう場面を見てもらう中で、学校についてのイメージを持っていただき、それが学校教育への理解、子どもたちへの理解につながり、ひいては子どもたちの自信につながっていくのではないかと考えております。

○委　員
　土曜スクールをやるということはいいことですが、学校の先生はもとより、保護者の方も、もっともっと一生懸命になってもらわないと、何か見ていますと学校と保護者が一つになってないところが多くあると思います。やっぱり学校、保護者、それから教育委員会、これらが一つになっていろいろなことをやっていかないと絶対に子どもは伸びていかないと思います。だから学校は学校の方針、保護者は保護者の方針ということでばらばらになっていると思いますので、土曜スクールをやっていただくのはいいですが、もっともっと保護者に協力していただくことが必要かと思いますので、お願いしたいと思います。
先日２４日、２５日と全国社会教育研究大会が三重県でありまして、参加させていただきましたが、どこの都道府県、市町村にしましても、保護者と学校が一つになっていないところが多いという話が随分出ていました。学校の先生が子どもや家庭に対し情熱を持っていないのではないかということでおっしゃっていました。一つになって頑張っていこうと思えば、学校の先生はもとより、保護者も先生にお任せするのではなく保護者も頑張らないといけない。教育委員会に属している者はもう一つ頑張って、こうしよう、ああしたほうがいいのではないかということで盛り上げていかないと、今の子どもがかわいそうです。子どもにかわいそうという同情をするのはおかしいけれども、今の子どもはぜいたく過ぎて怠け者が多い。何かをさせようとすると「しんどい」「そんなことまでせなあかんのか」と言う子どもも出ている。地域はもとより学校も教育委員会に所属している皆さんも一丸となってやっていただきたいという意見が相当多かったです。
　私、痛切に感じましたのは、あそこの地区ではあんなことをやってはるけど、うちの地区では関係ないわ、あそこの小学校ではあんなことをやってはるけど、うちの小学校では関係ないわというようなことじゃなしに、いいと思ったことは他の小学校、中学校であろうとも見に行って、見て覚えて、聞いて覚えてということで、いいことは伸ばしていかないといけないと思います。声を大にしておっしゃっていたのは、「そんなしんどいことを何でせなあかんねん。もうこれでいいんや」って言う子どもが多くなってきた。それを、こうやで、ああやでということで教えていくのが、学校に携わっている教育委員会の者、それから学校の先生方であるということを強くおっしゃっていましたので、これはいい勉強になったなと思って、八尾市でもみんなで力を合わせて、「あそこの小学校でこんないいことをやっているから一遍見に行こう。研究に行こう」「ここの中学校はこういういいことをやってる。１回みんなで教えてもらいに行こうよ」というような取り組みをする時期が来ているのかなと思いますので、その点もよろしくお願いしておきます。
○事務局

　今おっしゃっていただきましたように、教育委員会も含め、学校、保護者、地域がしっかり連携し、役割分担して子どもを育てていくというのは非常に大事なことで学校五日制の趣旨になる部分です。本市の土曜スクールにつきましては、学校五日制の趣旨を変えていくというものではなくて、それを尊重しようということで、毎週毎週やるものでもなく、毎月毎月やるものでもなく、現在も既に地域において、いろいろな取り組みを学校の中に入ってやっていただいたり、地域独自でやっていただいている部分もありますので、それも尊重しながら、学校と相談してやっていきたいと考えております。

　土曜スクール開催の際には、原則として保護者や地域の方に学校に来ていただいて、子どもの頑張りを見ていただいた中で、子どもを介して大人の中での話がスムーズに進んで、この子どもたちをどのように成長させていこうかというような話ができるようになれば、先ほどおっしゃっていただいたように学校、教育委員会、それから保護者、地域がしっかりと子どもを見つめて育てていけるシステムを再認識できる場になるのではないかと考えております。
○委　員
　今、まち協の事業の一環で、竹渕地区では子どもと高齢者のつながりを深める目的で手づくり教室というものをしています。小学１年生から３年生は結構、先日も３０人ぐらいは出席してくれていたと思いますが、４年から上は見向きもしないというか、申込用紙を置いていますがなかなか来ません。４年、５年生は水曜日の放課後は結構時間が空いていますが、塾か何かあるのかなあと言っております。よその地区の様子を聞いても、やっぱり４年生以上の参加は少ないとおっしゃっています。これはなぜですかね。やっぱり塾へ行ってるんでしょうか。それとも、その時間帯は子どもたちには何かあるんですかね。

○事務局

　子どもも成長し、だんだん自分の世界が広がっている部分があると思います。そういう部分で、自分たちで楽しみたいという部分もあるかなと思います。そのあたりも、例えば土曜スクールで地域との連携という場が保てましたら、上手に引っ張っていけるのではないかなと考えますので、御理解いただけたらというふうに思います。
　事務局としては、最初、第何土曜日という形で決めてやったほうがスムーズではないかと思っていました。ところがいろいろ調べてみますと、今おっしゃっていただいたように、各地域で、特に小学校ではいろいろな取り組みをやっていただいておりますので、小学校のほうはばらばらのほうがやりやすいのではという意見もいただいているところです。中学校は、先ほど言っていただいたように部活動がありますので、余りばらばらでは試合が組めないというようなこともあるので、中学校のほうはそろえていったほうがいいのではないかというようなところで、今、校長会からいろいろな意見をいただきながら、その辺の細かいところを詰めているところですので、基本的には児童生徒の負担にならないように、それから当然、教職員の負担にもならないような形でそれぞれ進めていけたらというふうに考えております。

○事務局

　今、説明がありましたが、これはあくまで学校が主体です。ただ、教育委員会の主体性が問われています。当然、教育委員会が土曜授業をやっていきましょうというようなことで、この事業については提案させてもらっています。

　教育委員会会議がございますが、これまで３回ほど教育委員さんと協議させていただいており、いろいろな課題が浮かび上がってきています。それに対して、事務局と教育委員さんでいろいろと話し合いをしていますので、まだ正式に決定したというものではありません。ですから継続して話し合いをしながら、平成２６年度にはスタートしたいということでございますので、そのあたり御理解のほうまずお願いしたいと思います。
　それと、全国的には一般的に土曜授業と言われていますが、土曜スクールという名称を使っているのは、これは土曜日に授業をするのではないということです。

　例えば、一つ例を挙げてみますと、金曜日に小学校の５、６年生でクラブ活動の時間があります。これを土曜日の午前中に位置づけ、スポーツや文化に親しむというような授業をやって、全教員だけではなく専門家にも入ってもらい取り組みを行っているところを保護者に見てもらう中で、スポーツや文化に対する興味関心を高めていく、単なる一つの例ですが、そういうものもあります。あるいは今問われている防災にかかわることで、避難訓練等を地域の方々と一緒にやっているのを一つのメニューとして取り入れることも可能だと思います。まず学校が主体となって地域の方々に呼びかけて、そして一緒に何かをつくっていこうという、そういうものでございますので、授業を土曜日にするのではないということを御理解いただきたいと思います。
　もう一つは、子ども達は出席しなければなりませんし、それの振りかえはしないので、毎週となるとすごい負担になるので、これはできる範囲で結構ですということで校長会にもお願いしています。ですから今予想されるのは、学期に１回ずつ３回のところから、多くて８回ぐらいまで。４月は当然できない、３月はできない、８月はできないというように勘定していくと、多くて８回かなというようなイメージで捉えていただければと思います。

　最後に、先ほどご説明申し上げましたが、せっかくやるんですから校長先生と先生方で本当にいいものをつくろうということで、うちの学校ではこんなことをやるんだよというのを提案してほしい、先生方に考えてほしいと思います。今、先生は毎日夜遅くまで勤務して大変しんどいというようなことが言われています。それもありますが、やはりこの意義を理解していただいて、土曜日にやりたいということでございますので、そのあたりも合わせて御理解いただきますようお願いいたします。

○委　員
　今、大体まとめみたいなことをお聞きしましたが、学校五日制が始まるときに、学校の開放をどうするのか、子どもをどう守っていくかということで、おのおのの学校、特に中学校区単位で地区協議会というものをつくっていろいろ検討したという経緯があったと思います。この間ずっと運用してきましたが、先ほどのお話にもありましたが、みんなが協力して一体にならなければいけないと思います。私もいろいろ見せてもらって、また聞かせてもらっていますが、悪く言うと、もたれ合いになってしまったらだめだと思います。子どもの意見をどうしようか、先生の意見をどうしようか、地域の意見をどうしようかということで、いい意味で言うと譲り合い、悪く言えばもたれ合いになってしまって、ここへ頼んでおけば何とかなるだろうということでは具合が悪いなと思います。やっぱりあくまでも、今おっしゃったように、学校なり教育委員会がイニシアティブをとって、専門家として頑張っていただき、地区や保護者に呼びかけて協力をいただく、そうあるべきだなあというようなことを感じました。
○委　員

　私も、今のお話のように、最終的には地域に丸投げにならないかなという不安があります。やっぱり土台がしっかりせず、あやふやな状態で地域におろされると困るなという不安がよぎりました。
○事務局

　地域に丸投げなどということは、到底思っておりません。なぜかと言うと、これは八尾市の教育を高めていく、保護者に興味関心を持ってもらうというのが一番大きい目的です。だから、教育委員会からまず情報発信し学校を理解してもらって、学校からも発信してもらい呼びかけていこうというようなものでございます。学校５日制の趣旨は、地域に子どもを帰して地域の受け皿の中で子どもを育ててほしいというものであったと思います。しかし今見ていると、やはり学校がイニシアティブをとって発信していかなければならない時期になっているのではないかと思います。あえてこれはしかけをつくっているつもりなので、そのあたりについて御理解いただきますようお願いいたします。

○委　員
　学校の先生自身も、もっともっと強くなっていただかないといけないと思います。生徒同士がちょっともめただけで、先生はおろおろしてしまい、こうだという決断ができなくなっています。最近の保護者は先生より強いです。自分の子どもが悪いと思っても認めません。学校のせいにします。担任の先生にせいにします。先生全員で力を合わせていただいて頑張ってほしいなと思います。

○委　員
　今、皆さんのお話をずっと聞いていましたが、地域によって違うのではないかなと思います。地域によっては学校が休みの日の地域の行事に、学校の先生が出てきていただいて、地域と手を取り合って一生懸命になってやってくれてはるところもあります。各地域において地域と学校の連携がもっと密になるよう、もっともっと教育委員会にやってもらわないかんと思います。
○委　員
　熊本のある地域には、土曜日に学校の空き教室へ、地域の人に来ていただいて、お茶とかお花、あるいはその文化芸術や手品などを教えていただく場として、空き教室を毎週土曜日に開放しているという事業があったと思います。
八尾市では校区まちづくり協議会がほとんどの地域でできていますが、この校区まちづくり協議会と学校とつながりを密にするために、空き教室を利用して、何か事業ができないかなというふうに思います。

　それともう一つ、池田小学校の事件以来、各学校が校門を閉めました。これはある意味で閉ざされた学校で地域と対話ができません。地域の方が学校のために何かしようと思って、校長先生に会いに行こうと思っても、門に警備員がいて顔を見られる。開かれていない学校というのは、やはり問題があるのかなと思います。ただ門を開放すればまた事件が起こるかもしれません。そこを起こらないようにするために、今は警備員さんがおられますから、そこをうまく活用しながら、校区まちづくり協議会と学校が密接なつながりを持てば、もっと地域と学校が連携して子どもを育てていくということにつながるのではないかと思っています。
○事務局

　この４月から各地区で校区まちづくり協議会が立ち上がって、今、どんな内容のことをやっていくかという御相談をされている状況かと思います。

　校区まちづくり協議会は小学校区単位ですので、その動向は注視しています。地域のまちづくりは教育や福祉など、さまざまありますが、教育の部分に絞れば、学校をいかに活用していくかという課題があります。２６年度から土曜スクールをスタートする中で、まちづくり協議会の方々の参画を得る機会となるようなプランニングをしていただいたら、学校としてもありがたいと思いますので、今後、スタートには間に合わないかもわかりませんけども、視野に入れながら考えていきたいと思います。情報発信もさせていただきます。

○事務局

　若干、補足をさせていただきます。学校を活用した子どもの居場所づくりということで申し上げさせていただきますと、池田小学校の事件を受けて、校門を閉め安全推進員に立っていただいておりますが、学校自体は地域に開放し、いろいろな形で活用していただいております。その一環として、地域の方、特に福祉委員会が中心となって、子どもの居場所づくりということで、土曜、日曜あるいは放課後において、文化、スポーツ活動など、いろいろなイベントをやっていただいております。
　地域でいろいろな活動をしていただいておりますが、地域差があるとか、あるいは参加する子ども、参加しない子どももいる。そういう現状を踏まえ、土曜スクールをやっていくということで御提案させていただいているものです。現に、今やっていただいているところについては、土曜スクールをやっていくということで、今後さらに御協力いただけるように、我々はお願いをしていかないといけない。また、それほど活動いただいていない地域については、我々のほうから今後よろしくお願いしたいということでもって、土曜スクールをきっかけとして地域において、新たに子どもたちのためのいろいろな活動をお願いしていかなければならないというふうに考えております。土曜スクールが一つの契機となって、地域で子どもを育てていくという取り組みをさらに強化、充実していくことができればと考えております。

　（２）図書館の運営について

○事務局
（資料に基づき現状を説明）
○委　員
　新八尾図書館に今東光資料館が設置されますが、ここに置く資料は以前にどこかから寄附がありましたが、それはどこからでしたか。

○事務局

　今東光資料館の展示する資料につきましては、現在、遺族の方が千葉県佐倉市におられまして、その方がかなり収集保存されておられます。それらの資料につきまして、御恵与いただけるように協議、交渉させていただいております。御恵与に向けて遺族の方と合意には至ってはおりませんが、できるだけそういった資料をいただいて展示するようなことも計画させてもらっております。また一方で、市民の中にも今東光氏の文学作品や資料を収集されている方々が非常に多くおられます。そういった方々が保存しておられる資料も御恵与いただきながら、今東光氏が持っていた遺品や作品などを、できるだけ市民に触れていただけるような企画、展示をしていきたいと考えております。
○委　員
　亡くなられたときに御遺族から受領してほしいという話があり、八尾図書館で保管するという話があったように思いますが。
○事務局

　なかったと思いますが、また１回確認させていただきます。
　今、八尾図書館には、今東光氏に関する図書といたしましては、二、三百冊ぐらいありまして、かなり貴重なものも持っております。初版本などは貸し出し禁止ですが、図書館としては保存しておりますので、恐らくそういう貴重なものを図書館ということで御家族から寄贈いただいたのかなというふうには思います。
○委　員

　開館日時の充実については、もう従前から非常に意見、希望の多い項目で、今までもよく努力していただいているけれども、引き続き時間延長や休日開館などで何とか皆が見られるように、ご説明いただいた方向でより強く続けてほしい、頑張ってほしいと思います。

　図書館の管理運営体制ですが、本と接する機会を多く持ちたいという市民は多いと思いますので、移動図書館の活用、民間活力の運用も含めて、今ここでおっしゃった方向で、今まで以上に頑張っていただきたいなと思いますので、よろしくお願いします。

　（３）公民館の今後のあり方について（当日追加案件）
○事務局
（資料に基づき現状を説明）
○事務局
　従前は地区公民館に公民館長あるいは公民館の職員がおり、趣味や文化に関する講座等の事業を行っておりました。その後、生涯学習という考え方が出てまいりまして、市民みずからいろいろな学習をしていく、そして我々行政はそれを支援していく、あるいはそういう場を提供していくという考え方になってきております。その拠点が生涯学習センターということになっております。今現在、公民館条例は存在し、看板もございますけれども、専任職員はおりません。生涯学習スポーツ課長が全ての公民館長を兼務しているという状態でございます。非常にイレギュラーな形態になっております。これについては十分問題意識を持っておりまして、市のほうで出張所、コミセンのあり方検討ということで各地域において説明会等もさせていただいたところです。今、市のほうでコミセン、出張所の機能、あり方というのを見直しており、出張所については証明書発行あるいは公金収納という機能も持っておりますが、それらについて見直しを進め、将来的には出張所を廃止していくということについても検討しております。そして、出張所の機能はコミセンに移行し、地域と向き合う行政として、先ほどお話のありました校区でまちづくり協議会への支援や、地域の様々な課題の解決に向けた取り組みへの支援を、今、出張所に配置している職員は窓口機能中心の業務をしておりますけれども、今後は地域の課題解決に向けた支援、地域の行事、イベント等への支援、そういう形でもってコミセン機能を充実させていく、出張所の職員を全部引き上げるのではなく、出張所の職員をそのままコミセンの職員として地域の活動を支援していくように見直していく、そういう方向性で検討しておりまして、今、各地域において市長を先頭に説明会をやらせていただいておるところでございます。
　今後の地域拠点としてのコミセンの機能の一つに、生涯学習の支援の拠点ということで公民館が果たしてきた役割を位置づけていくという方向で検討を行っているところでございます。まだ最終的に決まってはおりませんが、我々が検討させていただいている状況について、今日は御報告をさせていただき、また、方向性が決まりましたら、またその時点で御報告を改めてさせていただく予定でございます。公民館条例について、この機会にあわせて廃止も含めて検討を行っているという状況を、今、御報告をさせていただいたという次第でございます。

　今、コミセンでやっているいろいろな講座を廃止するという話ではなしに、そういう講座については、コミセンの機能として引き続きやらせていただく、それに伴って公民館の設置条例については、廃止の方向で検討をさせていただいているという状況について報告させていただいたということでございます。よろしくお願いいたします。
○委　員
　今いろいろ説明ありましたが先の全国大会でも、「なぜ公民館をなくし、コミュニティセンターというようなややこしい名前にするのか。施設にいる職員が同じで、機能が同じであるなら、公民館の名前を残したほうがいいのではないか」という質問が出ていました。なかには「国、都道府県、市町村は何を考えているのか」という厳しい意見もありました。だからやっぱり、コミュニティセンターというよりも「公民館」と言ったほうが良いと思います。

私の地元の子どもでも、「おばちゃん、コミュニティセンターって何。どこにあるの」と尋ねます。「解放会館のことやで」と答えると、「それならわかるわ。でもなぜこんなややこしい名前つけるの」と言っています。私は古い人間かも知れませんが、同じ機能を果たすなら公民館という名前を残したほうが親しみやすいのではないかなと個人的には思います。
　先日の市長との意見交換会でも「中でやる仕事は全部従前どおりです。全く変わりはありません。ただ名前が変わるだけで職員はみんな市から派遣します」とおっしゃっていましたが、聞かれた方は皆さん口々に「なぜややこしい名前にするのか。コミセン、会館でいいではないか」と言っておられました。

市の方針が決定すれば、それに沿ってやっていかなければならないと思いますが、全国大会や地元でもそのような意見があったということだけ申し上げておきます。
○委　員
　今後、専門職職員が各コミセンに配置されるんですか。
○事務局
今現在も公民館の専任職員はおりません。出張所の職員が一定支援させていただいていて、運営は各地域のコミセン運営協議会のほうでやっていただいているという形だと思います。

　この形は今後も継続して地域にお願いしたいというふうに考えておりますが、市が考えているのは出張所の職員ではなくコミセンの職員という形でもっていきたいということでございます。

　専門職員を置けるかどうかについては、市の体制のことでもありますので、まだ確かなことは申し上げられません。ただ、今、出張所にはアルバイト職員あるいは嘱託員の配置がありますが、先般の意見交換会で市長からできるだけ職員でもって体制をつくっていきたい、市として出来るだけ職員体制の充実に向けて取り組んでいきたいというような説明もございました。当然、我々のほうもそのことを意識して、コミセン事業の充実に向けて取り組みをやっていきたいというふうに考えておるところでございます。

○委　員

　今の話については、現時点でもう計画しているんですか。今のコミセンの職員はどうなるんですか。

○事務局
　これについては決まったことではなく、出張所・コミセンのあり方検討ということで、今、各地域でタウンミーティングと同じような形で市長を先頭にして、御説明をさせていただいて、御理解を得たいということで取り組みを進めさせていただいている段階です。市の方向性ということで御提示をさせていただいている段階です。
　３．社会教育研究大会等について

　（１）近畿地区社会教育研究大会「和歌山大会」ついて

　（２）全国社会教育研究大会「三重大会」について

　（３）大阪府社会教育研究会議について

○事務局

（資料に基づき説明）
○委　員

　１０月２４、２５日、全国社会教委研究大会「三重大会」が開催されました。参加人数は１，８００人ということで聞いております。その中で、一番重要視されたのが、人と人とのつながり、その力が必要で、その一歩を踏み出す時が来たということです。

　それから、学校、教育委員会、保護者、地域が一つになって子どもに色々な体験をさせ、そこであげた成果を褒めながら子どもを育てていく、そのためには、少子高齢化が進んでいる中、長い人生経験を積んでいる高齢者に、昔遊びなどを子ども達へ伝えていくための力が必要ではないかということも答志島の状況なども織り交ぜながらおっしゃっていました。

　それから、安乗地区の中学生の三味線の演奏発表もあり、とても感動しました。
　二日目の分科会は、福井で子ども達に米づくりを伝える取り組みをされている方の報告や、三重県の観光ボランティアの取り組みを聞く中で、子ども達に目で見て耳で聞く生きた体験をさせることを通じて、地域全体で子どもを育てていくために、社会教育委員は頑張らないといけないということをおっしゃっていました。

簡単ではありますが経過を報告させていただきます。
４．その他
○事務局

　前回の社会教育委員会議におきまして、八尾の史跡散歩マップの活用状況についてのご質問を受け、各小学校へ状況を照会しましたので、御報告させていただきます。

　２３の学校から回答があり、回答をいただいた学校においては、全ての学校で活用いただいており、６年生において活用いただいている学校が６割を占めております。活用方法につきましては、授業の中で活用されたり、散策という形で校外に出られるときに使われたりというような形で御利用いただいているということでございます。
　今後の配付希望につきましても、お返事をいただいた学校のほぼ全てが引き続き配付を希望しております。また配付時期につきましては、６月までの配付希望が半数で、その他の学校につきましても７月までの配付を希望されております。

　あと３校から御意見といたしまして、漢字が難しい、４年生で活用するのでもう少し多くの漢字にふりがなを振って欲しい、折り畳み方が正方形になっているが長方形のほうが使いやすいというような御意見をいただいております。
　また、夏休みや土日にマップを使って家族で史跡めぐりをしたとか、子ども同士で近所にある史跡を回ったというような御意見をいただきました。また、学校としてしおんじやま古墳への遠足へ行くときの資料として大変役に立ちましたというような御意見もいただいておりますので、私どもが調査させていただいた結果だけを見ましたら、郷土文化推進協議会で取り組んでいただいておりますこの事業につきましては、各学校から好評をいただいている取り組みだというふうに感じております。

○委　員
　協議会で今のような話があったということ報告し、寄附をいただいている菊花ライオンズクラブにおいても引き続きのご寄付についてお話ししてもらうように依頼しておきます。
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